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日化協会員企業の広報・IR部門、CSR・CSV部門、経営企画部門の担当者の皆様を対象として、
「戦略的情報開示とESG投資（化学企業は、投資家に評価される情報開示を十分にしているか？）」を
テーマに、第5回SDGs勉強会を開催します。
他部門の方もご興味ある方は、ご参加ください。第1部のみ、第2部のみの参加も可能です。

第1部では、化学企業が強みとする環境や社会への取組みを再確認し、また戦略的な情報開示に
役立てて貰う機会とします。「環境の取組み」「産業保全」「製品安全」他の情報開示の内容の充実
に向けて、環境省、経産省、金融庁から、ガイドラインや報告書のポイントを解説いただきます。

第2部では、「ESG投資」について理解を深め、化学企業が投資家に評価されるような情報開示の
戦略立案に役立て、投資家サイドや行政からの解説を貰う機会とします。シンクタンクからESG投資
概論、証券会社の化学セクター担当アナリストから化学企業が評価される情報開示のヒント、日本証
券業協会からSDGs債権に関する取組と実績、格付研究所からSDGs債権(グリーンボンド、ソーシャ
ルボンド)の概要と最新動向、金融庁からサステナブルファナンスの潮流などをお話いただきます。

１． 「第5回SDGs勉強会」開催の主旨（事務局から参加者へのメッセージ）



２．「第5回SDGs勉強会」のメニュー
（日程）7月12日金曜日 13時30分から17時30分 ／会場受付は13時10分から
（場所）日化協・２FのABC会議室（茅場町： https://www.nikkakyo.org/about/address）

時間割 メニュー 講師
※参考に詳細あり

第
1
部

13:30～13:35(5) ごあいさつ 日化協
13:35～14:00(25) 環境情報と企業価値に関する検討会報告書の解説 環境省・菅生さん
14:00～14:25(25) TCFDに賛同する企業に求められる情報開示とは？ 金融庁・桑田さん
14:25～14:50(25) 産業保安及び製品安全における統合的開示ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの解説 経産省・高橋さん
14:50～15:15(25) Q&A（環境省、金融庁、経産省）
15:15～15:30(15) 休憩および名刺交換会

第
2
部

15:30～16:05(35) ESG投資概論 大和総研・河口さん
16:05～16:20(15) ﾏｰｹｯﾄに応援される情報開示のあり方 大和証券・梅林さん
16:20～16:30(10) 証券業界におけるSDGs債等の普及促進に向けた取組み 日証協・西村さん
16:30～16:45(15) ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ、ｿｰｼｬﾙﾎﾞﾝﾄﾞの概要と最新動向 日格付研・梶原さん
16:45～17:00(15) ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾌｧｲﾅﾝｽの潮流～日本政府や金融庁の視点から～ 金融庁・池田さん
17:00～17:25(25) Q&A（大和総研、大和証券、日証協、日格付研、金融庁）※終了後に、名刺交換会

https://www.nikkakyo.org/about/address


講師名 所属・役職
菅生 直美 環境省大臣官房環境経済課 課長補佐
桑田 尚 金融庁総合政策局総務課国際室 課長補佐

高橋 秀太朗 経済産業省産業保安グループ保安課 課長補佐
河口 真理子 ㈱大和総研 研究主幹
梅林 秀光 大和証券㈱ｴｸｲﾃｨ調査部 副部長/ｼﾆｱｱﾅﾘｽﾄ 化学担当
西村 淑子 日本証券業協会 SDGs推進室長
梶原 敦子 ㈱日本格付研究所 ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ･ﾌｧｲﾅﾝｽ評価部長
池田 賢志 金融庁総合政策局 ﾁｰﾌ･ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾌｧｲﾅﾝｽ･ｵﾌｨｻｰ

（講演順、敬称略）

（参考）第5回SDGs勉強会の講師詳細の一覧



（参考）SDGs勉強会のこれまでの実績

◆ 2018年7月から、4回開催済み（下表に、詳細）。
◆ 日化協会員を対象に、毎回60～90名の参加（無料）。
◆ 1講演（質疑応答30分含）あたり、トータル90～180分間で設定。
◆ 講演者より、「化学産業へ期待すること」もお話いただく。

月日 内容 講演者（敬称略）
7月6日 SDGsに関する経営者調査レポート解説 PｗCサステナビリティ・三橋会長
9月7日 WBCSD化学セクター発行のSDGsロードマップの解説 ERM日本・西パートナー

経団連発行のSDGs事例集の解説 日本経済団体連合会・長沢統括主幹
国連･持続可能な開発に関するﾊｲﾚﾍﾞﾙ政治ﾌｫｰﾗﾑ出張報告 科学技術振興機構・今林副調査役
国連･持続可能な開発に関するﾊｲﾚﾍﾞﾙ政治ﾌｫｰﾗﾑ出張報告 住友化学・高崎主席部員

12月7日 地方創生に向けたSDGs推進について 内閣府・遠藤参事官
包装材料にみる食ロスへの貢献 農林水産省・矢部課長補佐

3月8日 価値協創ガイダンスの解説 経済産業省・中野総括補佐



●現状
化学産業は、
・日本の主要産業として、暮らしを豊かで快適にする製品を提供し、日本の製造業を支えている

（あらゆる産業の米である）
・温暖化などの地球規模のさまざまな課題の解決に貢献している
・出荷額と付加価値額は自動車産業に次ぎ国内2位
・雇用も89万人と国内3位
・事業所管理でも、環境対策に取組み、従業員の労働安全衛生にも配慮
・短期的には化学株の株価は日経平均と相似形描き、これまで通り石化市況連動型の収益構造と
いわれるが、日本の高付加価値・高機能な素材の生み出す化学産業は、投資成果を得られる
可能性があるとの見方もある

●課題
・投資家からの評価が十分に高いとはいえない。
・TCFDなどの開示準備中。

（参考） 「第5回SDGs勉強会」を企画するにあたり（化学産業の現状と課題の整理）
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